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 現代社会では、様々な生活場面（余暇、仕事、移動など）にお
いて長時間の座位行動（座り過ぎ）が蔓延している。日常生活に
おける座位時間の多寡が、心血管代謝性疾患のバイオマーカ
ーや2型糖尿病、ある種のがん、早世のような健康アウトカムと

関連があるという証拠が急速に蓄積されつつある。重要なのは、
これらの関連が身体活動の実施時間とは独立して認められるこ
とである。本話題提供では、成人を対象にした座位行動研究に
ついて、その最新動向を紹介する。具体的には、座位行動 (座
り過ぎ) と健康リスクとの関連、自己報告および機器を用いた座

位行動の評価方法、座位行動に影響を及ぼす要因、座位時間
を減らすための効果的な介入方策、座位時間を減らすことや中
断することに関する指針・声明・勧告といった視座から話題を提
供する。また、座り過ぎによる健康障害は、どのような機序で起
こるのか、どのような種類の座位行動をどのくらいの頻度・強度
で中断すれば健康障害を予防できる可能性があるのかを解明
するための実験研究の必要性など、この分野の研究における
今後の方向性について議論したい。 

座位行動研究の最前線 演題 
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